
ISPやASP、さらには周辺ベンダー

の動きも活発化している。

NGNは、既存の交換機ベースの

電話網を IP網に切り替え、しかも

インターネットより高品質で高機

能、安心して使えるネットワークサ

ービスの実現を目指している。今後、

NGNならではの広帯域性やQoS、

ユビキタスをはじめとするNGNの

特性を活用した様々な新しいサービ

スの創出が期待されている。

NECのネットワークサービスシス

テム事業部　三栖利之事業部長代理

は、「NGNの

実用化によっ

て、われわれ

のビジネスス

タイル、社会

基盤、ライフ

スタイルを変

革する様々な

新しいサービ

スが創出され

ると考えてい

ます。例えば、

図１に示すよ

うに業界間での業務連携が加速し、多

岐の領域にわたるダイナミックコラボ

レーションによる新しい価値を提供す

るビジネスが生まれるでしょう。また、

消費者向けサービスも進化し、20世紀

型から21世紀型へとライフスタイル

を変革するような新たな生活インフラ

に対応した新サービスや、高解像度映

NTTグループのNGNが、2007年

度末の商用化開始に向け最終フェー

ズに入った。昨年 12月に始まった

NTTのフィールドトライアルは、

４月末からは一般モニターの家庭に

まで広げたほか、７月には東京・大

手町にあるNGNフィールドトライ

アルショールーム「NOTE」をリニ

ューアルし、多地点マルチWeb会

議システムやHD双方向コミュニケ

ーションシステム、地域医療連携シ

ステム／電子カルテ、緊急地震速報、

PC向け高画質映像配信をはじめと

する 13のサービスとそれに関連す

る機器の展示を追加し、NGNなら

ではのサービスを訴求している。

本格的なNGN時代の到来を間近

に控え、通信事業者のNGN構築に

向けた動きが加速しているのに加

え、NGNのネットワーク機能と連

携させたアプリケーションを開発

し、従来の電話網ではなし得なかっ

た革新的なサービスの提供を目指す
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新しいビジネスシーンやライフ
スタイル創出の期待が膨らむNGN

日本電気㈱
ネットワークサービスシステム事業部

事業部長代理
三栖　利之氏

日本電気日本電気

NGN構築の動きが加速する中、通信事業者はもちろんISPやASP、CSPをはじめとす
るサービス提供者にとって、従来にはないサービスをいかに効率的かつ迅速に提供で
きるかが重要な課題となっている。NECでは、NGN上のサービス構築に必要とされ
る共通コンポーネント(サービスイネーブラ)をサービスプラットフォームとして提供
している。NECのサービスプラットフォームの最大の特長は、ネットワーク系とIT系
の両コンポーネントを、自社製品を軸に提供している点だ。本稿では、長年培ってき
たネットワーク技術、コンピュータ技術、ソフトウェア技術、さらにはインテグレー
ション力を結集したNECのサービスプラットフォームへの取組みを紹介する。

クロスオーバによるビジネス創出（ダイナミックコラボレーション）�
＜ＮＧＮで加速する業務連携＞�

各業界の強みを生かしながら、異なるビジネスを組み合わせることにより、�
新しい価値を提供するビジネスが生まれる。�

製造� 行政�

物流� 交通�

流通� スーパー�
金融� 放送局�モバイル�

キャリア� 家電�通信�
キャリア�

xSP

新世代�
サービスエリア・�

道の駅�代行窓口� 食品トレース�

映像配信�
ケータイ�
クレジット�

図1 新しいビジネスシーンの創出
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像を利用した遠隔医療などの新サービ

スが創造されると思います。NECで

は、ビジネスや社会基盤、ライフスタ

イルをも変革するNGNサービスの実

現に向け、トランスポート、サービス

プラットフォーム、サービスアプリケ

ーション、端末機器の各領域において

製品・サービスを展開しています。」

と語る。

ダイナミックコラボレーションに

よる業務連携サービスは、通信事業

者と金融業の業務連携によるモバイ

ルFeliCaを活用した「ケータイク

レジット」や、ケータイを使った

Suicaへの入金、改札通過、商品購

入等を実現した「モバイルSuica」

など、すでに多くのサービスが実現

されている。NECでも、JR東日本

が提供するモバイルSuicaサービス

向けに、モバイル電子チケット・会

員 証 サ ー ビ ス 基 盤 ソ フ ト

「LightHolder/FeliCa」を提供して

いる。こういった既存サービスも、

NGNによって、より安全で便利なサ

ービスへと進化す

ると思われる。

NECの三栖利

之事業部長代理

は、「今後、NGN

上に従来型のテレ

フォニーサービス

に加え、各種の多

彩なサービスが提

供されていくと思

われます。図２に

示すように、音声接続を中核とした

ネットワークサービスから、ITとネ

ットワークの統合サービス、さらに

はこれまで企業が個別に導入してい

た業務用ツールやアプリケーション

を提供するITサービスへと広がると

思います。」と指摘する。

つまり、最近インターネット経由

でCRMなどの様々な業務アプリケ

ーションを利用できる「S a a S

（Software as a Service）」が注目を

集めているが、こうした SaaSと

NGNの組み合わせによるITサービ

スの展開だ。NGNによって、企業

における業務システムの構築・運用

の見直しや業務革新の動きが加速す

るものと思われる。

ビジネススタイルやライフスタイ

ルをも変革する広範なNGNサービ

スでは、①広帯域性、セキュリティ、

QoS、ユビキタスなどのNGNなら

ではの特性の活用、②サービス開

発・運用に関する投資の効率化とサ

ービス提供までのリードタイムの短

縮、③ビジネスパートナーとの連携

による新サービスの創造などの要件

が求められている。NECでは、こ

れらを実現するキーソリューション

と し て IMS（ IP Multimedia

Subsystem）/MMD（Multimedia

Domain）を中心にした「ネットワ

ーク制御基盤」と、サービスアプリ

ケーション提供基盤である「サービ

ス提供基盤（Service Delivery

Platform：SDP）」の両分野からな

るサービスプラットフォームを提供

している。すでに、NGN上のサー

ビス構築に必要とされる共通コンポ

ーネント（サービスイネーブラ）と

して、多くのサービスプラットフォ

ーム製品を提供している。

端末領域からインフラ領域、サー

ビスプラットフォーム領域、サービ

ス領域までトータルなNGN関連ビ

ジネスを積極的に展開するNECが提

供するサービスプラットフォームの

最大の特長は、「メディア制御や呼制

御、認証、セッション制御をはじめ

とする一般的なサービスコンポーネ

ント（ネットワーク系イネーブラ）

に加え、サービスプラットフォーム

の構成要素をWebアプリケーション

サーバ（WebOTX）や、RFID管

理・コンテンツ管理・顧客管理・統

合運用管理（WebSAM）といったIT

系まで拡大し、ITとネットワークの

双方の領域にわたって自社製品を軸

に構築することにあります（図３）。」

（三栖利之事業部長代理）

NECが提供するサービスプラッ

トフォームの主な特長は、次の通り

である。
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図2 NGNにおけるサービスの広がり
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ネットワークの制

御サーバ製品と同

等のキャリアグレ

ード性を実現。

④利用規模に対応

した柔軟なハード

ウェア選択：規

模・信頼性の要求

に応じ汎用サーバ

（Expressサーバ）

から A d v a n c e d

TCAまで、小規模

～大規模システムまで利用規模に

対応した柔軟なハードウェアを選

択可能。また、N E C製 a T C A

（AdvancedTCA）には、組込Linux

界の雄であるMontaVista社の高精

度・高性能なLinuxカーネルを採用

し、MV社との直接連携によるサポ

ート体制を構築している。

以下にネットワーク系サービスプ

ラットフォームの中核製品である、

ネットワークサービス基盤ソフト

「NC7000シリーズ」と、ネットワ

ーク制御基盤ソフト「NC9000シリ

ーズ」について、NC7000シリーズ

を中心に概要を紹介する。

●NC7000シリーズ

NC7000シリーズは、NGNにお

いて通信事業者や、ISP/ASP/CSP

などサービスプロバイダーによる

様々なアプリケーションサービスの

提供、ビジネスパートナーとのアプ

リケーションビジネスでの連携をサ

ポートするネットワークサービス基

盤ソフトウェアである。SDPにお

けるサービスイネーブラとして、サ

ービス制御層の各ノードと標準プロ

トコルで連携し、各種サービスを実

現するとともに、上位アプリケーシ

ョンに対し複雑なプロトコル制御を

隠蔽するオープンな開発／運用向け

イネーブラAPIを提供している。

すでに、図４に示すように、通信

事業者が提供する各種ネットワーク

サービスをテレコムWebサービス

APIとして安全に公開することがで

きる「Webサービスゲートウェイ」、

通信接続や切り替えを行う「コール

コントロール」、異なるネットワー

①NECのネットワーク制御サーバ

開発技術を継承した数多くのイネ

ーブラ製品をラインナップ：サー

ビス提供に必要とされるイネーブ

ラを配備しており、継続的な機能

拡張と追加を計画。

②新サービスを生み出す再利用可能

なAPIを提供：利用しやすいプロ

グラミングAPIによる迅速な新サ

ービス開発、他システム（IT系

アプリ／Webサービス）との連

携による新ICTサービス創造に向

け、Parlay-X等の標準APIに加

え、NEC独自の拡張APIをJava

APIとWeb Service APIで提供。

また、“3rd Party Application

Framework”によるASP事業も

実現可能。

③キャリアグレード性を実現：サー

ビスイネーブラ製品のプラットフ

ォームとして、S I Pサーバや

CSCF（Call Session Control

Function）等で実績のある高信

頼性・高性能の共通基盤ソフトウ

ェア（ISPF: In f ras t ruc ture

Server Platform）を採用し、コア
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図4 ネットワークサービス基盤ソフト「NC7000シリーズ」
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ク間を移動した際にシームレスな音

声通話サービスを実現するFMCハ

ンドオーバ用の「VCC（Voice Call

Continuity）」、人や物の状態を統合

的に管理し、その情報を配信する

「プレゼンス」、音声・映像メディア

の配信・蓄積・変換を行う「メディ

アリソース」、メールやチャットな

どを制御する「メッセージング」、

内線電話機能や統合メッセージング

機能などを提供する「セントレック

スサービス」、モバイル機器の管理

や状態監視、故障診断などを遠隔操

作する「デバイスマネージメント」

の８つのコンポーネントを提供して

いる。通信事業者やサービスプロバ

イダーは、NC7000シリーズの中か

ら必要なコンポーネントを利用して

サービス開発を効率化できる。

NECでは現在、個人認証機能を

含む認証基盤を開発中のほか、今後

もコンポーネントを順次拡充・実装

することで、事業者やサービスプロ

バイダーのニーズに応えていく方針

である。

●NC9000シリーズ

NC9000シリーズは、IMS/MMD

サービスの基盤となるネットワーク

制御基盤ソフトウェアである。各種

CSCF機能やメディアゲートウェイ

制御機能を実装した６種類のSIP呼

制御サーバと、２種類の加入者管理

サーバを提供している。

局用交換機並みの信頼性と高性能

を実現した N C 9 0 0 0シリーズを

NEC製aTCAに搭載することによ

り、キャリアグレードの高信頼性と

高可用性を実現することが可能だ。

NECのサービスプラットフォーム

の利用によりどのようなサービスが

実現されるのか、一例を紹介する。

NECでは、サービスプラットフォ

ーム上で実現する「Push To X」と

呼ばれるアプリケーションサービス

を開発し、NTTのNGNフィールド

トライアルにおける「PTMN（Push

to Talk with Multimedia over NGN）」

サービスに技術提供を行っている。

Push To Xはエンドユーザーに対し、

トランシーバライクな音声に加え、

静止画共有、動画共有、および、絵

や文字が描けるホワイトボード共有、

ウェブ共有、テキストチャットなど、

よりリアルで多彩なグループコミュ

ニケーションを実現したもので、

OMA（Open Mobile Alliance）で標

準化が進められているPoC2.0の一部

機能を先取りしている。これにより、

以下のような様々なコミュニケーシ

ョンを実現できる（図５）。

・固定／携帯の多様な端末によるユ

ビキタス・コミュニケーション

・音声／テキスト／動画／Web等

の多彩な手段を併用した、リアル

タイムで確実なマルチメディア・

コミュニケーション

・複数の人／物（情報家電など）と

のグループ・コミュニケーション

以上、NECにおけるサービスプラ

ットフォームへの取組みを紹介した。

誌面の関係でIT系サービスプラット

フォームへの取組みについては割愛

したが、NGNを活用した「バリュー

チェーン型」決済プラットフォーム

の実現に向けたValista社との戦略的

パートナーシップ締結に見るように、

今後もNECでは、ネットワークと

IT双方の技術とインテグレーション

力を生かし、サービスプラットフォ

ームの機能拡充と、サービスアプリ

ケーション開発に積極的に取り組ん

でいくとしている。
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Push To X
アプリケーション

Push To ’X ’： X＝Anything
→ワンプッシュ操作でいろいろなことをやってしまおう！

手軽に、みんなで一緒に、画像やWebなどを見ながら会話しよう！

FTTH＋
無線LAN

・テキスト・画像・映像音声・テキスト・画像・映像ト・音声・テキスト・画像・映像

図5 Push To Xアプリケーションのイメージ

お問い合わせ先

日本電気㈱
ネットワークソフトウェア事業本部
E-mail：nsou@nsjh.jp.nec.com
URL：http://www.nec.co.jp/
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